
 

 
 

 
 

吉備国際大学では、情報社会の進展に対応し、「Society 5.0」の実現に向けて、2022年度からパソコン必携

を実施しています。デジタル技術が学びの中心となる中、オンライン授業やデジタル教材の活用が不可欠で

す。パソコンを通じて、皆さんが主体的に情報を活用し、創造的な学びを深めることを期待しています。新た

な学びの一歩を共に踏み出しましょう。 

入学される皆様には、個人で使用できるノートパソコンを必ずお持ちいただき、大学に携行いただけるよう

入学までにご準備をお願いいたします。 

 

１．主な活用方法 
 

・授業での活用。また授業で配信される教材資料の閲覧や課題の提出、学修支援システム（LMS）を

利用した予習・復習 

・レポートやプレゼンテーション資料の作成 

・インターネットを活用した資料の収集 

・オンライン授業の受講（Microsoft Teams） 

・学修支援システムを利用した履修登録、シラバス閲覧、成績通知やポータルサイトの活用 

・就職活動での利用（ガイダンスや企業説明会へのオンライン参加、エントリーシートの作成等） 

 

２．ノートパソコンの仕様（スペック） 
 

ノートパソコンの仕様（スペック）については、次のページに掲載しております。また入学手続きをされ

た方に「入学の案内」をお送りする際にもお知らせいたしますので、ご確認の上、スペックを満たしているノ

ートパソコンをご用意ください。 

現在ノートパソコンをお持ちの方でお示しするノートパソコンのスペックを満たしている場合は、新

規に購入する必要はありません。 

 

3. 吉備国際大学生が利用できる主な情報系サービス 

 
● Microsoft365 の利用（大学に在籍している間） 

● 学内 Wi-Fi の利用 

● 学生ひとりひとりに、メールアドレスを発行 

● 図書館データベースの利用 

● Microsoft Teams の利用 

 

4. ノートパソコンの購入について 
 

ノートパソコンを新規に購入する場合は、家電量販店等でお求めになられるか、もしくは、株式会社 

JEI（学園 100％出資会社）からも購入できます。※なお、株式会社JEIからのノートパソコンの購入を強

制するものではありません。 

 

株式会社JEI販売パソコンの特典（推奨スペックを備えたノートパソコンを厳選） 

１．万が一の故障、不具合の際は大学内の担当窓口で対応します。 

２．不注意による破損や故障等に備え団体動産総合保険がセットになっています。 

  修理期間中は代替機の貸与が受けられます。 
 

5. お問い合わせ先 
 

吉備国際大学スチューデントサポートセンター教務課 ： ℡ ０８６６-２２-７７７９ 

吉備国際大学への入学を希望される皆様へ 

ノートパソコン必携化のお知らせ 
＜ 2025年12月1日改訂 ＞ 



 

2026 年度新入生向けパソコンの推奨仕様（スペック） 
 
 

 推奨スペック 

 

形状 

 

ノートパソコン（13インチ以上推奨） 

 

OS 

 

マイクロソフト社 Windows11 

 

CPU Intel Core i5（第13世代以降） 以上 又は AMD Ryzen 5 7430U以上 

メインメモリ 

（主記憶装置） 
16GB 以上 

ストレージ 

（補助記憶装置） 

SSD 240GB 以上（HDD は①処理速度が遅い、②消費電力が大きい、③衝撃に弱い 

ため不可） 

無線LAN 無線LAN 内蔵 

外部インターフェイス 
スピーカー・マイク・カメラ内蔵（またはこれらの外部接続ポートを備えたPC） 

USB Type-Aポート内蔵（Type-C のみの場合は変換アダプタ等をご準備ください） 

バッテリー駆動時間 メーカー公表値8時間以上を推奨 

ソフトウェア 

Windows の初期セットアップは各自で実施してください 

Microsoft Office は、本学で準備する Office 365 Education を使用しますので

不要です 

 

【備 考】 

・マウスがあると操作がスムーズです。 

 

・本学の情報教育の授業では、Windowsの利用を前提としています。これは、一般的な企業に就職

した場合、多くの企業でWindowsを使用して仕事をすることになるからです。特に医療・介護に

おける、各種システム（電子カルテ、レセプトソフトウェア、医療機器連携機能等）において

は、そのほとんどがWindowsベースで開発されています。そのため、Windowsの使い方を覚えてお

くことは、社会に出て働くうえでかなり重要な要件となります。 

 

・Macをご利用の場合、仮想デスクトップ環境の導入等により各自でWindowsを準備してください。 


